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状核0．0092±0．OO17／min，被殻0．0090±0．OO12，中

脳0．0038±0．0010，海馬0．0023±0．0007，扁桃体

0．0031±O．OO15，中前頭回0．0026±O．OOO7．［結論］

MRIを用いたFDOPA　Ki　mapの解剖学的標準化によ

り全脳での自動的ROI解析，画像ベースの統計解析

が可能である．

5．マンガン曝露患者のFDOPA．PETおよびMRI

　所見
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　症例はMn曝露歴が明らかでパーキンソニズムを呈

した男性2例である．i8F－dopa（FDOPA）－PETおよび

MRIを施行した．　MRIは検査時点でいずれも異常

がなかった．PETは1例ではこれまでの報告と同様

に異常を認めなかったが，残りの1例では被殻での

FDOPAの集積低下が示された．本症例では特発性

パーキンソン病の発症が疑われるが，Mn曝露との関

連も否定できず，経過観察が必要な稀な症例と考え

られた．

6．i2SI－iomazenilによる免疫抑制剤FK506のラット

　脳虚血性神経細胞障害抑制作用の評価

外山　　宏　　古賀　佑彦　（藤田保衛大・放）

松村　　要　　竹田　　寛　　　（三重大・放）

　NO合成酵素阻害剤であるFK506の虚血後の神経

細胞障害抑制作用の評価における中枢性ベンゾジア

ゼピン受容体（BZR）製剤の有用性について，ラット

の一側中大脳動脈閉塞モデルを作成し評価した．梗

塞の辺縁部においてFK506投与群は，非投与群に比

べてBZRの低下が有意に軽度であった．梗塞の中心

部では，BZRの低下が相対的に軽度であったが，有

意ではなかった．1週間後と比べ3週間後に，梗塞の

辺縁部でFK506非投与群はBZRの有意な低下を認め

たが，投与群はBZRの有意な低下を認めなかった．

梗塞の中心部，遠隔部では，投与群，非投与群に有

意な差を認めなかった．中枢性BZR製剤は，　FK506

による梗塞の辺縁部（ischemic　penumbra）における神

経細胞障害抑制作用の指標として有用と考えられた．

7．MRI，　SPECTにて経過観察された亜急性期脳梗
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　脳梗塞の亜急性期にMRIと゜PmTc－HMPAO　SPECT

を施行し，経過を観察できた症例を3例経験したの

で報告した．症例1，2は若年者であり外傷および

片頭痛が梗塞の原因となった稀な症例と考えられた．

症例3は塞栓性梗塞であった．3症例とも亜急性期

と考えられた時期に，99mTc－HMPAO　SPECTで高集

積を認め，高集積の部位はMRIのTl，T2WIでfog－

ging　effectがみられ，強い造影効果を認めた．99mTc－

HMPAOの亜急性期脳梗塞の病変部集積は著明であ

り，hyperfixationの機序により集積している可能性が

ある．

8．解離性障害のi231・IMP脳血流SPECT
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　解離性障害の病態を明らかにするため，DSM－IVの

診断基準により，解離性障害と診断された患者5名

（女性，平均年齢2L6歳）に1231－IMPを用いた脳血流

SPECTを施行し，対照5名（男性，平均年齢25．0歳）

と比較した．視覚的評価として，脳幹部，小脳半
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